
プログラム修了者からみた

本プロジェクトの効果
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株式会社PFU

西村恵介

平成17年度プロジェクト参加者

派遣先企業；株式会社PFU

課題名：スキャンスナップの

アプリケーションソフトの開発
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PFU
aFujitsucompany

遣型高度人材育成協同プラン
「点検評価･総括会議」

プログラム修了者からみた本プロジェクトの効
言
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株式会社PFU情報KIOSK事業部
西村恵介
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・研修先

・研修期間

・研修テーマ

株式会社PFU

2005年12月～2006年1月2日/週半日/回

｢ScannerControlSDKの評価と改善点」

〈 〉 〈 〉ScannerControISDK 作成したアプリケーションS 成し ヨ

～マークシート読取プログラム～
〆 ~、

アプリケーションソフト

掌
ActiveX

単純で容易
SDKで開発

1 ノL

ScannerControlSDK

（ランタイム）

〆 、
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TWAIN

複雑で難しい念

’ ’TWAINDriver オリジナル

念

［ スキャナ
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スキャナによるマークシートの

一括取り込み

補正

マークの読取

結果出力(CSV形式）
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テーマに対する成果 〉
･機能改善や追加の提案

く上書き確認メッセージ＞

フっ,イル、上零講の歓迎 〈I

’
i鰹は既に存在L』ています。
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＜上書き確認フロー＞

現在

スキャナで読み取り

▼

同名ファイルチェック

▼

上書き確認

原稿の再セット必要
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PFU
aFuil1刺company

研修テーマ:｢ScannerControlSDKの評価と改善点」

読み取る原稿の

数だけ確認

排紙

改善案

今臘M追加腰≦
改善案

同名ファイルチェック I
▼

上書き確認 ’
▼

毫墨室スキャナで読み取り

原稿の再セット不要

’ 消費者の視点からの改善提案 }
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翻鍾蓋醗襲噸感想 PFU
a励維ucm函nV

実施前 〉
志望動機

一開発の｢現場｣を体験したい

－就職活動前に興味ある会社内を見れるのは非常に参考になる

一長期インターンシッブは、自分を売り込むチャンス

・その他

一本プランは2年計画であり､参加するにはややハードルが高い

・就職活動､研究(学内)､修士論文（主に2年生）

1年前期

…
事前教育

’
1年後期2年前期

歩I創歳研究Ⅱ1令
インターンシツブ事後教育

2年後期

|令|{課題研究
共同研究

知的財産創造

’

※初年度は｢創生研究1l｣のみ実施

騨餅鮒紺雛蝋職綱榊副艸瀝｡郷,…c･卿臓"‘．
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〈 〉実旛後

・消費者の立場からのモノづくり提案ができた

・課題遂行能力UP

－アプリの立案

一計画

一遂行･管理

・初年度は､創成研究llのみの実施であり残念

改善案の試作が行えるとよかった

1年前期1年後期 2 年 前 期 2 年 後 期

I創成研究！］令｢創成研究Ⅱl令I創成研究1I!ll÷I課題研究1
事前教育インターンシツブ事後教育共同研究

知的財産創浩

創成研究I成 究 創成研究1I 創成研究1II究 課題研究研 題
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1年で実施するプランも良いのではないか？

学生は参加しやすい

’
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〈
、
ノ学生 ブスキルアッブに効果的

~
キ ヨの

PIan
．「会社｣で仕事をする､貴重な体験

会社:学外であり､普段の活動よりも責任度合いが高い

-PDCAサイクル Act
Do

諭9割

プレゼン能力向上によい機会

・限られた時間での､打ち合わせ

一必要なことを的確に

一わかりやすく短く

・大勢の前での発表

一派遣先企業内発表

一 学内発表

●

0．FFU己｡､両盆･雨迩
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PFU豆罪雰孵穿ジヅブ瞳う瞬篭画
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〉〈 良産学連携の良し成功例学連 成

頁・産学官ともに得るものがあり､Win-Winの関係

〆 、

社会

就職

体験
計画･実行能力訓練

、創造教育プログラム人材確保 者の声
の確立

一
》

派遣先企業

、 ノ

。大変有意義なものであり､継続実施を期待する

群議聯離脚函uM…,…。｡"”
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’PFU
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FP醒弧……莱鑿墨迩要望j改善篇へ

〉〈 型学留の時問増化学■ 時 増創造 口

・自分で考え､感じて学ぶ機会を増やして欲しい

一創造型学習は｢技術｣と｢マネージメント｣を学習･体験できるよい教育

。創ることの喜び

・失敗からの改善を学ぶ

・完成時の達成感

・学外活動

一学会

一インターンシップ

ー社会人(企業)との交流

・普段使用している製品･サービスへの提案

KIOSK端末

｢MEDIASTAFFEVモデル」

↓榊鼬,ⅧTED2010．PFUConn“ntlnl
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